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科学史研究は、 2つのタイプにプ0列できる。 1つは、たとえぱ万有引力の

概念がどのように導き1_1_1されたかを時系列に即して研究寸るなど、科学,賑倫

の発達を歴史的に研ザ゛上るものである。もう1つは、いわぱ<科・学の社会史>

側ヲtで、利・学技術力井士会とどのように相亙イ制,11しながら発展していったかを

探求するものであり、私自身は後者のほうに関心がある。特に最近、利・学知

識がi拓度に専円化し、一般の人々との飛断が進む状況の中で、サイエンス・

コミュニケーションの必、要性が1謝商されるようになったが、なぜ最近強謝さ

れているのかを分析し、どのようなコミュニケーションであるべきかについ

て老えることもテーマの1つである。

また私は、どんなテーマであれ歴史的な視点はきわめて重要であると昔え

ている。今同の訓筏において、20 世紀からdリ児代科・学史のすべてを包括的に

11fることはできないので、向分の関心にひきつけて、いくつかの貝イ木的なテ

1. 科学史研究の意味

1.1.科学史研究の2つのタイプ
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24 第1部科学原論

ーマを選び、歴史的な老え方がどのように役に立つのかを解説したい。

1.2

一般的に、科・学史に限らず、物事を老察する際には歴史的な視点が老、要だ

とよく指摘される。しかし利,学史については、どういう研究なのか、なかな

か理解してもらえない。音楽には音楽史、芸術には芸術史、経済学には経済

学史があるのと同様に、科学には科学史があると説明すると、ある程度は理

解してもらえる。

しかし次には必、ず、それが何の役に立つのか、と質問される。それには2

つの答えを用意している。 1つは現在を深く理解する上で、過去を知ること

が有益である場合が少なくないというものである。どんな出来事でも、現在

の状況に関わりのある過去の社会状況や背景を調べると理解しやすい。その

ことは科学の場合にもあてはまる。たとえば、 1m (メートノレ)の定義は、 1

秒の V299792458の時問に光が真空中を伝わる行程の長さというぐあいに、

非常に複雑な数値になっている。もともとはフランス革命時代、子午線の

1000万分の1をlmとすると定義し、その約束事が社会に普及したため、過

去のいきさつにひきずられて現在の複雑な定義になった。そういう意味で、

科学の世界でも現在が過去に規定されているケースはよくある。

もう1つは、過去を知ると、驚く場合が少なくないというものだ。それは

異文化を知ることによって、日本文化を見直す体験に似ている。つまり過去

や異文化を知ることによって、現在を述う角度から見たり相対化してとらえ

たりすることができるようになるのだ。

具体的な例で紹介してみよう(これから紹介する例は、後の話でも利用す

る)。

歴史的な視点の重要性

①雑誌「soi0船U」(1947年発行)

京都で発行された利学雑誌だが、サイエンス(science)を英語表記で

はなく、音読みの口ーマ字綴りにしているところに特徴がある。人空,

も、 Kobori-Akira、 Komai-Taku、 Yabuuti-Kiyosi など口ーマヰtでf製
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られている(【図表 1】参照)。

②「ものわりのはしご」

明治初期に全文ひらがなで書かれた一般向けの化学解説書。ものの
、」」JJ

理を、はしご、つまり階段状にステップを踏んで創信兇していこうと

いうものだ(【図表2】参照)。

③流体力学に関する口ーマ字の研究論文(18舗午)

埋学博_に北尾次郎による論文で、一見英語の論文のように見えるが、

尖はすべて"本語を口ーマ字で綴っている。北尾次郎は、臼本で初め

て、台風を流体力学的に解明した気象学者として知られ、国際的にも

非常に有凖,である。発表されたのは、現在の物理学会誌の前身である

数学物理学会誌で、同誌に発表される論文は雑誌の創刊当初は漢字仮

条.交じり文で書かれていたが、この時イ弌には口ーマ字で'禽かれていた

(【図表 3 】参照)。

【図表 1】「saiensu」の表紙
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【図表3】
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利・学の歴史を探求するにあたっては、おおまかな時代感覚をつかんでおく

とよい。特に、Π本の科学について芳える場合、明治初刈、戦前などという

即觧の仕方をしていると、今から何年市jという時代兎騎tがつかみにくいし、

またその当時海外はどういう状況にあったかという対応関係が把握しにくい

ので、基本的に西暦で考える習慣を身につけておきたい。

まず初めに、中学牛でも知っている世界の利学者、技術者の楽.前をアトラ

ンダムに列挙してみよう。アリストテレス、ビタゴラス、アノレキメデス、ユ

ークリッド、レオ、ナノレド・ダ・ヴィンチ、コペノレニクス、ガリレオ、 ニニニι^

トン、フック、ワット、ボイノレ、シャノレノレ、マッハ、ファラテー、メンデノレ、

ダーウィン、パストゥーノレ、フレミング、エジソン、アインシュタイン、ワ

などが寸ぐ思いつく。そして、彼らがだいたいどの午代に活躍しトソン

たかを整Nしてみると、 17 世紀頃を境に 1つの1_1_1があり、 18 世紀後半から

20 世紀にかけて小さな1_1_1がいくつもあることが分かる(【図表4】参照)。

それに対'して、Π木の利・学者はどうか。中学生でも知っているH木人の利
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寸るが、それ以前では、打_1戸時イ・tの平聖U原内、関矛和、杉田玄円くらいだろ

う。関が原の合戦以前では、 H本人の科学者は思いつくのも鄭ルい。

したがって、 1_1本の利・学技術発述については、次のように語られることが

多い。寸なわち、Π本は江戸初刈から幕末に全るまで鎖国をしており、西欧

の近代科ι詞よ、オランダや,1・リ司を通じて糾1々と入ってきてはいたが、きわめ

て限定されていた、しかし開同後、例泥削緋折を通じて欧米の利・学技術が取り

込まれ、 1、1人の科・学もめざましく発述した^というものだ。これまでは、

このような言いガが、いわぱ常識どされてきた。海外の凹!解も同様で、1980

年代のアジアでは、たとえぱシンガポールのノレック・イースト政策のように、

急速に近代化した日本の奇跡を見者らべし、という慧識が商まった。

【図表4】世界の科学者の活躍した年代
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どうか。最近は、いろいろな観点から、そのような老え方の見直しが進んで

いる。

そもそも、はたして欧米は、それほど昔から科学技術が進歩していたのか、

という根本的な疑問がある。【図表4】で示されているように、いわゆる中世

の暗黒時代を経て、16~17世紀になって、ガリレオ、ニュートンなどに代表

される科'学革命が起こる。こうして欧米では、17 世紀頃から力学、物理学

天文学関連を中心に発展した。しかし、生物学、化学、地質学などがたちあ

がったのは、もっと後の19世紀に入ってからである。Π本の近代的な科学技

術の発達は明治維新以後だから、日木の遅れはせいぜい数十年と言える。す

なわち欧米で早い時期にたちあがったのは、力学、天文学などごく一部であ

り、自然科学全体で欧米が日本よりはるかに先ノνじていたという指摘は当た

らない。

さらにここまでは、明治以後、日本の科・学が急速に進歩したということを

前提に話をしてきたが、では、それ以前には、日本に欧米の科学はまったく

導入されていなかったかと言えぱ、決してそうではない。周知のように江戸

時代には蘭学というかたちで、欧米の科・学技術の知識を学んでいた。蘭学で

は杉田玄由など医学分野が有名だが、植物学も早い時期に導入されている。

【図表5】は、1800年頃、宇田jΠ樒庵が解説した植物学関係の本の挿絵で

あり、りンネ(林郷)の分類に従った植物の分類法と命名法を示している。

リンネの分類法が生まれる少し前に、植物にも動物同様、雌雛があること

が発見された。りンネはその知識を用いて、値物を分類する際、オシべ、メ

シべに注倒してオシべの本数による分類体系と命朶,法を老案し提唱した(【図

表6】参照)。 2つの挿絵を見比べると、宇田jΠ樒庵は、オランダの書物を通

じてりンネの分類体系を正しく理解していたことが分かる。

宇田川樒応はりンネの名前のつけかたについても正しく理解していた。リ

ンネの命名法の特徴は、下記のように、属*,に、その種と同じ属の他の種か

ら区月1何、るための種小朶,(形容詞)、という組み合わせのラテン語で表記する

「2楽,法」にある。

Taraxacum Japon]cum カンサイタンポポ



Taraxacum plalycarpum

Taraxacum officinale

【図表5】宇田川樒庵による植物分類

【綱四十二、氏御林n 圖八十第1
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柚物学以外にも、江戸時代にはその後の科学技術の発達の原動力となった

蓄枝があった。たとえぱ数学者関孝和が広めた和算は、当時の農村を含め社

会のすみずみにまで浸透していた。この不1、咲加)蓄1貰があったからこそ、明治

時代になって小学佼が設けられ、全国で算数の授業が始まったとき、それま

で趣味で和算をしていた人たちが鞠節となって算数を教えることができたの

である。

さらに江戸時代には医学も発達し、全国津々油々に漢方医がいた。幕末時

代に天然痘の郁痘がヨーロッパから導入されたために、明治以後、西洋1災学

が急速に1Ξ1木社会に浸透したと、しばしば指擢jされている。たしかに鼎末に

オランダ1矢学を学ノνだ医者によって種痘法が導入され、明治絲削i後、政府の

カ'針により稙極的に展開され普及する。だが、それを支えたのは漢方咲の存

在であった。政府は、四洋悟学を学んだ医師が育つまでには時間がかかるた

め、漢方医に矼痘のための特別の許可証を与え、彼らに種痘の予防按種を担

当させた。明治維新以後の医療の急速な普及を川能にしたのも、それまでの

漢方の幣科iがあったからこそだと言える。

このように歴史的な1_Ⅱ来亊を整埋してみると、いろいろ新しい祝野が拓け

てくる。呪在の問題を考える 1二で、過去を知ることはこのように非常に役に

立つ。その場合、漠然と過去を1挑めるのではなく、フローチャートや見取り

図を描くなどして図式的に考えることが大事だ。

2. 科学者たちの口ーマ字運動

2.1

ローマ字運動とは、旧本詔の文章を口ーマ字で表記しようという社会的な

運動であり、この口ーマ字運動についてのこれまでの研究には、大別すると、

次の2つのタイプがある。

明治以後の口ーマ字運動の歴史

①国語囲字運動の・・部としての研究

国語国字運動とは、明治時代以降、日木の言語や文字の幣埋、送り

仮*,や仮*'づかいの收革などをめざした運動である。その・'部とし



②述動史としての仙'究

ローマ字運動には、ヘボン式とH本式の2つの所蔀爪があり、両者の

Ⅲ1で激しい戦いが展開されたが、その戦いを運動史として研究寸る

ことを主要テーマとしている。

て、ローマ字運動があった。

第2章現代科学史1「科学史研究の歴史的意味」(杉山)

私は、これらの先行研究とは悦点を変えて、なぜ科学者が口ーマ字迎動に

参加したのか、またどのくらい幅広い運動だったかに重点を絶N、て司"べてみ

た。そうすると、いろいろおもしろいことが見えてきた。

たとえば、次のような文章がある。

「最近におけるラジオその他の遡鞆通信の謠ソブ法の進歩は、再び話される司

柴、耳で開く言菜の優位を認めさせること＼なった。今後の世界においてこ

の傾向力晞ミ々強Kなって行くだらうことは推察寸るに難くない。それに什つ

て世界全休に丘る普遍1生を持つた言菜や文字の使川が望まれるやうになるこ

とも否定し得ない。その一段階として口ーマ字書きが重要な愆1朱を持っであ

31

これは1947午か19娼午頃、陽川秀樹が京都大学文学訊W)紀要に窃和iした

文章である。湯川1ヨ身は、少なくとも活字になった文書としては口ーマ字で

文t包を習:いていないと思、うが、ローマ[下表i己にシンノくシーを兎又じていたこと

が伺える。尖は、湯川にかぎらず、明治時代から、物凹!学名、1失学●1'、化字

者などに口ーマ字表記の意識が存在していた。その流れを簡単にフォローし

てみよう。

明治時代初刈の 1870~80午代、森イ1'礼は次のように1井いて英語の彪、要吐を

強朋している。

「われわれの詞,沼は漢字の助けなくしては、教えることもできなけれぱ、コ

ミュニケーションの用途に用いることもできない。このようにわれわれの、河

英語を話す人たちの商業力は、今や世外を戈配するま語は貧胸である。

」うら
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でになっており、われわれも、商業のやり方や商習慣をいくらかなりとも学

ばなけれぱならない。世界の中で独立を維持するためには、英語がぜひとも

必、要なのである」

これに対して馬場辰猪は、英語が習得できる人間とできない人問との冏に

格差が生じるとして、次のように反論している。

「富裕階級の国民は、貧しい国民層がたえず拘束されている日常の仕事から

解放されていますから、その結果、前者は後者より多くの時問を言語の学習

にあてることができます。もし国亊が、さらに社会すべてが英語で行われる

ことになれぱ、下層階級は国民全体にかかわる重要問題から閉め出されるで

しょう」

馬場辰猪は向由民椛運動の運動家であり、民衆の立場に立って自論を展開

した。そして両者の間で、どのような言語がふさわしいかをめぐってリP常に

激しい議論が展開される。

また日本の郵便制度を創設した前島密は、漢字か仮名かという問題提起を

し、漢字は娜しいが、仮朶,は鮪単だという理由から、仮●の有川1生を主張し

た。漢字か仮楽,かという議論は、どういう述語を使うかという対立を生んだ。

たとえば引力を説明する場合、漢字では「引力」と表記する。しかし一般

の人は読みにくいから「インリョク」と表記すればよいといシ意見もあった。

しかし「インリョク」は「引力」を想像する。つまり、漢字が背後に1撒れた

だけということもできる。したがって漢字をただカタカナ表記にするだけで

はだめなので、 U本古来の和語を用いていかなければ、本当の意味で漢字を

排したことにならない。たとえば「引力」なら「ヒキノチカラ」と表記する。

このように、述語レベルでどうするかという対立が生じてくる。

さらにやっかいなのは、新しい力を作り出す造語力は漢語のほうが大きい

ことだ。たとえば引力係数、万有引力、1怜電引力、引力相亙作用など、引力

をべースにして次々に言葉を増やしていくことができるが、和語ではそれは

郷ルい。したがって、自然科・学の新しい概念に対応するのは漢語のほうが適



翊だということになる。

そうぃう老え方を象徴する意見として、湯川秀樹は、先の指摘に続いて、

ローマ字表記にシンパシーは感じつつも、すべてを口ーマ字で表記するのは

新しい専門用語を竹御出していくには難しいと述べている。また、がんの研

究で知られた吉田富三も、日本人はむしろ漢字を'駆使して専円用語を作り出

してきたことが自然科学の発達に大いに寄与しており、それを和語にすると

新しい言葉を作り出すのは矧ルいと強調している。

そうぃう老え方がある一方、ローマ字派は和語にシンパシーを感じる傾向

がある。たとえぱ田丸卓.郎は、力学の教科・書の中で 010rooN sindo(減衰振

到D,shiirarela sindoG剣例振剰Dなど和語を作り、それを口ーマ字で表記し

ている。

第2章現代科学史1「科学史研究の歴史的意味」(杉山)

2.2

明治の初瑚、仮名と並ぶ表記法として登場した口ーマ字についての論争は、

1800年代末にいったん哀退するが、1900年代初頭、 et蔀浅争後に盛り返t。

その背景には、敗戦国である中国の表記方法を越える方法として、仮空.や口

ーマ字への評価が高まったという亊情があるのかもしれない。

そしてどんな運動でもそうだが、一定程度運動がもりあがると内輪もめが

生じる。ローマ字運動の場合も、先に1謝商したように、ヘボン式と日本式の

刻'立が鮮明化する。この2つの表記の対5力士以前からあったが、ローマ字表

記か漢字仮名まじり表記かなど、別のもっと大きな対立のために、あまり表

而化していなかったのである。

化学者以外の自然科学者は、基本的に日本式を支特した。化学者がへボン

式を支持した理由はよく分からないが、リーダー的な存在の意見に景リ繹され

たのではないかと思われる。ヘボン式の場合は、桜井錠"という化学者が中

心で、彼はアメリカ、イギリスに髭咋邦茶!験があり英i副こ堪能であった。Π本

式の中心は田中舖愛橘である。彼は、1900年頃から旧本式の口ーマ字運動に

積極的にコミットするようになる。その頃からf1本の国力は高まりつつぁり、

いつまでも漢字仮名交じり文では自然科学の灸肺哉が庶民の闇に広まっていか

科学者が口ーマ字運動に関わった意味

33
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ないと苦え、さらなる国力増進と匪膨芹¥術交流の点から口ーマ字を提唱した。

「『蒸女轍倒渕』がどノνなものであるかといふことは、今日の生活に必要欠くべ

からざる知識である。然もこの『蒸気機関』といふ文字はなかなかむづかし

い。このむづかしい文字を学んだところで、それは「蒸気機関」を学ノVだこ

とにはならない。風邑.敷をいぢくったところで、中身はわからないのである。

この忙しい山の中に、風呂敷を調べるために暇が力功、つて、最も大Wな中身

を研究する1収がないといったら、これほど馬鹿げたことはないではないか」

1926午、日木初の大きな鬨際会議として、汎パシフィックの利・学者による

太平洋学術会議が開催された。当喝功、らΠ本の地震学のレベルは高かったが、

海外からの参加者は、制本人の発表がよく分から司、倫文も日本語で分からな

いと不満を述べた。田中舗は、だから漢字仮朶.交じり文では、日本の優れた

地震学が海外に紹介できないとして、ローマ字で書くことを提唱した。地震

学などの白然科学は、数式、表なども併用するため、大筋は口ーマ字で書い

ても理伽北てもらえるとぢぇた。それにより、寸ぐれた利牛羽〒究を海外に紹

介することができると期待したのだろう。今なら英語で沓くことを主張する

ところだが、当叶は口ーマ字を提唱したわけだ。

要するに田中舗は、ローマ字は一般の国民の科学会所哉レベルを向上させ、

国力を増進するために有効であると同時に、世界に向けて日本の科学技術恬

帳を発伝司、るためにも有効であると老えたのだ。その上で、表記は日本式の

ほうが、日本語の音韻俳造にフィットしているのでよいと主張した。たとえ

ぱ「天つ風(あまつかぜ)」は日木式ではamaluk詑0、ヘポン式では.m飢.uk飢0

となる。「天つ風」を録音し、逆回しに再生すると"えざくとま"と聞こえる。

この音*負柚造にフィットしているのは日本式だというわけだ。

こうした口ーマ字運動は、19如イ・1三代まで続く。第二次世界人戦中において

は、アルファベットは敵性言語だから口ーマ字運動は衰退したと思われるか

もしれないが、左翌1杓傾向をもたないかぎり許容されていた而もある。田中

鎌は戦時中も運動を展開しつづける。特に、戦争ヰ旧本は東南アジアに進11,1

し、現地の人々に日本語を使わせようとするが、日本語を教育する上で口ー



マ字が利用された。軍部もそれを f承した。

このように、ローマ字運動は科・学者もコミットして展畍1した。そこまでは

通常の利・学史家の仕事だろう。問題はそこから先のとらえ力だ。私は話をも

う一歩先に進めて、 STS的に発展させてみたい。それは「科学の知識をー

般に広めてぃく_にで、どういう表記法、表現法がいいのか」というテーマで

ある。これは今日でもかなり重要な間題である。

世界各国と比較してみると、 U本には何本なりの特徴がある。それは、科'

学の専門家もそれ以外の非専円家も、ともに同じ言語で同じ漢字仮*.交じり

文を利用してぃることだ。 U本国内では、言語・的にも述語・的にも、店小リ家、

非,鯏"1家朋で、それほど大きな壁はない。日本の場合、壁は海外に対してあ

る。科・学の世界では、基本的に英語がユニバーサルな言語とされているが、

1ヨ人と海外ではそこに大きな壁があり、臼本の学術の成果はなかなか海外に

1_Ⅱていけず、また評イ而もされにくい。

アメリカは、専円家も非専門家も英語を用い、またインターナショナルな

科学の言語も英語のため、どこにも壁がない。一方、インドのように、灸Π識

人は英託{"征能で、海外との交流には障壁はないが、一般の人はΠ常言詔・と

しての英iliを使わないため国内で壁があるケースもある。このように、大別

すると3つのタイプがある。

日人の場合、明治岫イ弌以降、田本語」ならびに漢字仮宏,まじり文の使用を

一般化してきたおかげで、岡民とのコミュニケーションの円湘イヒには成功し

たが、結果灼にΥ而外との劇に壁ができてしまった。ローマ字運動をめざし

た科学名たちは、海外との壁に匝U'くを開けることにより、海外とのスムース

な学術交流をめざしたのではないか。ローマ字運動の中で科学者たちがあれ

ほど熱心に議諭した背景には、そういう闇題関心が働いていたと思われる。

ところが最近の日本の学「拐分野の展開を眺めると、専円家と非専円家との

Wに畦ができつつあるように忠える。利・学の知散を分かりやすくE1木訊で書

く必製:があると同時に、述語のレベルでも再ぢする必、要がある。これまでの

日本では、すべて泱字を皆景にして側訳し、'葉を作り直してきた。だから、

小学校から高校に至るまで、日木の学校の理科・の教利・〒片は、漢字仮楽.交じり

文で冉かれている。しかし最近、コンビュータ分野を中心に新しい言架が多

第2章現代科学史1「科学史研究の歴史的意味」(杉山) 35
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発し、漢字で置き換えるのが困難になりつつぁる。したがって、アルファベ

ツトやカタカナでそのまま表記するケースが激増している。

そういう意味で、漢字をべースにした漢語に海外の学中lf用語を置き換える

という江戸時代から蓄積してきた流儀が崩れはじめている。この現象がこの

先もどんどん進むと、国内で新たな壁ができる懸念もある。このように、ロ

ーマ字運動の事例は、単に過去の出来事としての口ーマ字運動についてだけ

でなく、さらに一般化して、現代の問題をとらえかえすための視点も与えて

くれる。

<質疑応答>

かつての科学者が、一般の日本人に関心をもっていたかどうか、疑わ

しい。科学者は民衆のほうなんか全然向いていなくて、ひたすら外国

向けに対応する方向づけをしていたのではないか。当時の田丸卓郎の

力学の本や当時の時イ▼告景を見ると、エスペラントが同時に起こって

いる。

杉山日本の単戈前のエスペラントは、いわぱ左翼運動と位置付けられていて、

政府からも弾圧されている。ローマ字運動は弾圧されてぱ力山いたわ

けではない。エスペランティストたちは口ーマ字運動とは一線を画し

ていただろう。ローマ字運動の普及につとめた人たちは、難しい文字

ではなく、もっと簡単に読み書きできる文字で科学の知識を普及でき

たらすぱらしいという熱意に燃えていたと思う。

ローマ字表記にしたからといって、インターナショナノレな言語になる

とは思えないが。

杉山口ーマ字表記にしたから風穴が実際にあくかどうかは別として、当時

はそういう問題関心で運動していたことはたしかだ。

科学者に本当にそういう意識があったかどうか。



杉山壁を作りたくないという意識は、きっとあったと思う。もちろんすべ

ての科学者がそうだったと言うつもりはない。しかし少なくとも、ロ

ーマ字運動を展開した科学者たちには、できるだけ一般の人に科学知

識を普及させたいという意識があったと思う。それは、いろいろな発

言からも裏付けられる。

第2章現代科学史1「科学史研究の歴史的意味」(杉山) 37

ローマ字による一般啓蒙書はあるのか。

杉山それはある。ローマ字出版専門の出版社があり、パンフレットなども

たくさん出ている。ただし、現実にどのくらい効果があったかはまた

別問題だ。

生物学者で口ーマ字運動を実践した研究者はいるのか。

杉山たとえば松村任三は、植物の名称を仮名または口ーマ字で書いていた。

植物の専門用語を和語に置き換えた教科書を書いた人もいる。化学者

にもへボン式で教科書を書いた人がいる。日本式、ヘボン式それぞれ

がグループを作って独自の運動をしているが、いずれにしても、 ロ^

マ字運動を展開している利・学者が科学者全体のコミュニティに占め

る割合は大きくなかった。

ローマ字運動をしていた人全体の中で、科学者が占める割合はどの程

度か

杉山どこまでを「ローマ字運動をしていた人」に含めるかだが、日本式口

ーマ字運動にっいて言えば、活動をしていた人の中には普通の人もた

くさんいて、ローマ字表記を普及させるために、ローマ字の歌、浴衣

を作るなど活発な運動を展開した。町'宅.を示す掲示板に口ーマ字表記

するよう、自治体に働きかける運動をしていたこともある。

新しい述語は漢語にならないという問題は、英語で論文を書かなけれ

ぱならないという現状で、日本語の訳がないからだろう。

杉山田中舘をはじめ明治の人たちは、対応する日本語がない段階でかなり
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苦え工夫しながら、[1本語でも英語でも楡文を〒"いてきた。 1!,V)人た

ちは絶えずそういう努力をしてきた。最近の専1Ⅱ・1家は、英語で1肋、な

けれぱ評イ而されないため、 H木詔では書かない。 1,N)人は、海外に発

信したいという気持ちも持ちながら、再葉を作って1ヨ木国内にも向け

て書いていた。その努ノノは商く評価すべきだ。

サイエンス・コミュニケーションというご柴1ヨ体が英二'のカタカナ表

記だし、りテラシーにしても付木i剖こ訳しにくい。つい横文字、カタ

カナになってしまい、それらなしに〒片いたり、しゃべったり寸るのは

リ仁;1祝こ難しい。

最近の風潮として、科,学者は英1吾楡文が当たり前で、それができない

と科学者として失格であるという意散が強い。それは非常にf卸遜だと

思う。英語で論文をIK必、要はどの程皮あるか。科学教育において、

「英語論文が書けること」を1,標にでル戈される人材の人数はごく少な

いのではないか。

そうかもしれないが、国際郷流割薪倫文も書けない研窕者には学位はり'

えられないという呪実があるので、大学教育としてはやむをえない。

しかしたとえば、北油道の農業研究所などに就職して、北海道d)リ襄

に適したじゃがいもを開発する科学者はどうか。そうした研究者をめ

ざす人に英語で論文を書けることを老、須とするような教育を行うの

がいいことなのだろうか。

世界のいろいろなグローバノレな場而で、きちんとコミュニケーション

できるかどうかが大小:だということだろう。

私自身は英語が話せなくても、英語で論文が書けなくてもいいと思っ

ている。日木語で書いて、必要ならそれを噂門家に訳してもらえぱい

し、

実は、それは総研大でもかなり議楡していることだ。今の大学院教育

杉山

杉山

杉山



では、英語でプレゼンテーションしたり論文を脊いたりしているし、

その術安:もある。文系とはかなり小:'情が述う。理系は英蒲で、,JKのが

当たり前な世界になっている。学「剖における三'1Nの問題は、かなり奥

が深い「川題だ。

杉山

第2章現代科学史1「科学史研究の歴史的意味」(杉山)

たしかに英1'が当たり前の1せ界もあると恐う。しかしそれは肌系¥t部

のどの■,1度か。 1浣牛はともかく、学割y1ιレベルでもι製:か。小学校か

らの英司Hこよる到!科教育は、i制い学位をどろうとする人には必、要かも

しれないが、寸べての人に'、要かどうか検村「上る広、優がある。

39




